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平
山

勲

神じ
ん
ぐ
う功
皇
后
ゆ
か
り
の
名
島
神
社

歴史
歩・歩・歩
さ ん ぽ

６
０
０
）
年
の
関
ヶ
原
の
戦

い
後
に
藩
主
と
な
っ
た
黒
田

長
政
の
福
岡
城
築
城
の
た
め

解
体
さ
れ
、
元
禄
９
（
１
６

９
６
）
年
に
第
４
代
藩
主
綱

政
が
、
名
島
神
社
を
再
び
山

（
現
在
の
場
所
）
に
戻
し
、

浜
に
は
鳥
居
を
建
て
ま
し

た
。
現
在
の
本
殿
は
、
文
政

13

10

23

（
１
８
３
０
）
年
第

代

藩
主
斉
清
の
時
に
再
建
さ

れ
、
平
成

年
に
改
修
さ
れ

ま
し
た
。

狛こ
ま
い
ぬ犬

は
福
岡
城
築
城
の
時

に
、
資
材
に
使
わ
れ
た
と
い

わ
れ
、
現
在
は
珍
し
い
魚
の

石
像
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

名
島
神
社
は
、
博
多
湾

を
見
渡
せ
る
高
台
に
あ
り

ま
す
。神
社
の
石
碑
に
は
、

４
世
紀
ご
ろ
神
功
皇
后
が

朝
鮮
半
島
に
遠
征
（
三
韓

遠
征
）
し
た
際
に
、
名
島

海
岸
か
ら
宗
像
の
三
女
神

に
遠
征
の
無
事
を
祈
り
、

無
事
帰
還
で
き
た
御
礼
に

ほ
こ
ら

三
女
神
の
祠
を
建
て
た
と

い
う
神
社
の
起
源
が
書
か

れ
て
い
ま
す
。

神
社
は
当
初
、山
頂（
現16

じ
ょ
う
し

在
の
名
島
城
址
公
園
）
に

あ
り
ま
し
た
が
、
天
正

（
１
５
８
８
）
年
２
月
、

豊
臣
秀
吉
の
命
に
よ
り
小

早
川
隆
景
が
名
島
城
を
築

い
た
時
に
、
社
殿
が
海
岸

に
移
さ
れ
ま
し
た
。

名
島
城
は
慶
長
５
（
１

住民から寄進されたという珍し
い魚の石像

N

名島
運動公園

名島城址公園

西鉄
貝塚線

都福
岡市高

速

名島神社

城浜小

3
名島

100ｍ
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が
起
こ
り
ま
し
た
。
志
賀
島

一
帯
も
大
干
ば
つ
に
襲
わ

れ
、
こ
れ
を
憂
い
た
天
皇
が

『
照
龍
』
額
を
奉
納
し
、
雨

乞
い
の
祈
願
祭
を
行
い
ま
し

た
。
す
る
と
、
境
内
横
を
流

れ
る
龍
天
川
（
現
在
は
天
龍

川
）か
ら
白
龍
が
天
に
昇
り
、

雨
が
降
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。

こ
の
扁
額
は
掛
け
軸
に
仕

立
て
ら
れ
、
非
公
開
で
す
が

志
賀
海
神
社
の
社
宝
と
し
て

今
も
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い

ま
す
。

◇

◇

7 雨
乞
い
が
行
わ
れ
た
旧
暦

の

月

日
を
記
念
し
、
神

7
月

日
を
記
念
し
、
神

7

社
で
は
毎
年

月
６
・

日

8

社
で
は
毎
年

月
６
・

日

8

7

社
で
は
毎
年

月
６
・

日
7

に
七
夕
祭
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
七
夕
祭
に
は
、
航
海
の

安
全
と
無
病
息
災
を
祈
願
し

に
多
く
の
人
が
訪
れ
、
参
拝

者
に
は
神
功
皇
后
が
三
韓
出

兵
か
ら
無
事
帰
国
で
き
た
こ

と
に
ち
な
ん
だ
「
事
無き

柴ば

」

が
授
与
さ
れ
ま
す
。

沖津宮
仲津宮

潮見公園

志賀海神社

志賀島
旅客待合所

金印公園

蒙古塚

金印海道

★

N

0 500m

海
神
の
総
本
山
で
あ
る

志
賀
海
神
社
は
、
神
代
よ

た
つ

り
「
龍
の
都
」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
神
社
に
は
、
第
61

し

つ筆

代
朱
雀
天
皇
の
ご
宸ん

ぴ

し

つ

ん
ぴ

し

つ

『
照
龍
』
の
扁
額
＝
左
写

真
＝
が
あ
り
ま
す
。
朱
雀

天
皇
の
治
世
中
（
９
３
０

～
９
４
６
）
は
、
富
士
山

の
噴
火
、
地
震
、
洪
水
な

ど
数
多
く
の
災
害
や
、
各

地
で
豪
族
・
貴
族
の
反
乱

今も流れる天龍川

志
賀
海
神
社
の
『
照
し
ょ
う
り
ゅ
う
龍
』
扁へ
ん
が
く額

加
藤

徳
生

歴史
歩・歩・歩
さ ん ぽ
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歴史
歩・歩・歩
さ ん ぽ

を
領
有
し
ま
し
た
。

香
椎
宮
を
統
括
す
る
大
宮

司
は
、
主
に
武
内
家
が
担
っ

て
い
ま
し
た
が
、
明
治
初
頭

ま
で
「
香
椎
四
党
」
と
呼
よ

ば
れ
る
４
家
が
務
め
る
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
三
苫
家
は

そ
の
一
つ
で
、
永
禄
七
（
一

五
六
四
）
年
に
三
苫
家
三
十

三
代
基
宜
が
大
宮
司
に
就
任

し
ま
し
た
。

森
の
屋
敷
に
鎮
座
し
て
い

る
稲
荷
社
は
、
大
正
の
こ
ろ

ま
で
近
く
に
住
む
漁
師
た
ち

が
取
れ
た
て
の
新
鮮
な
魚
を

供
え
て
、
豊
漁
の
祈
り
と
お

礼
に
参
詣
し
た
と
の
こ
と
で

す
。
ま
た
、
物
を
な
く
し
た

時
に
、
こ
の
稲
荷
社
に
お
祈

り
す
る
と
な
く
し
た
物
が
出

て
く
る
と
い
わ
れ
、
今
で
も

ご
利
益
を
求
め
て
参
拝
者
が

訪
れ
ま
す
。

N

三苫駅

西
鉄
貝
塚
線

0 100m

538

森の屋敷

綿津見神社
三苫浜中央
公園入口

三苫小学校

三苫浜
中央公園

わ
た
つ
み

三
苫
の
綿
津
見
神
社

（
三
苫
六
丁
目
）
に
は
、

敷
地
の
外
に「
森
の
屋
敷
」

（
三
苫
七
丁
目
）
と
呼
ば

れ
る
稲
荷
社
が
あ
り
ま

す
。
こ
こ
は
「
三
苫
家
」

代
々
の
屋
敷
跡
で
は
な
い

か
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

三
苫
家
の
起
源
は
、
西

暦
８
０
０
年
ご
ろ
武
内

宿す
く
ね禰

と
共
に
香
椎
宮
の
神

主
と
し
て
京
か
ら
下
っ
て

き
た
和
気
重
春
で
す
。
重

春
は
香
椎
宮
の
神
領
「
三

苫
郷
」
を
与
え
ら
れ
、
三

苫
重
春
と
姓
を
改
め
ま
し

た
。
そ
の
後
、
三
苫
家
は

代
々
領
主
と
し
て
三
苫
郷

奥に見えるのが稲荷社

三
苫
の
「
森
の
屋
敷
」

栁
瀬

英
昭

5



歴史
歩・歩・歩
さ ん ぽ

あ
る
筥
崎
宮
の
神
棚
が
祭
ら

れ
、
通
り
土
間
に
は
火
の
守

り
神
・
台
所
の
守
り
神
で
あ

こ
う
じ
ん
さ
ま

る
荒
神
様
（
か
ま
ど
）
が
鎮

座
し
家
を
守
っ
て
い
ま
す
。

三
つ
目
は
人
と
漆
の
つ
な

が
り
で
す
。
町
家
の
内
装
に

は
ベ
ン
ガ
ラ
漆
と
い
う
赤
い

塗
料
が
用
い
ら
れ
て
い
ま

す
。
古
来
か
ら
、
漆
に
は
邪

悪
な
も
の
を
寄
せ
付
け
な
い

特
別
な
力
が
あ
る
と
人
々
に

信
じ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
町
家
に
は
先

人
た
ち
の
工
夫
が
随
所
に
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
一
般
公
開
さ

れ
て
い
な
い
町
家
を
特
別
公

開
す
る
な
ど
、
町
お
こ
し
の

活
動
も
盛
ん
で
す
。

21

箱
崎
・
馬
出
地
区
の
旧

唐
津
街
道（
県
道

号
線
）

沿
い
は
、
明
治
・
大
正
時

代
か
ら
残
る
魅
力
的
な
町

家
が
点
在
し
、
町
家
文
化

遺
産
の
宝
庫
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

町
家
に
は
、
癒
し
や
安

ら
ぎ
を
感
じ
さ
せ
る
三
つ

の
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

一
つ
目
は
、
人
と
自
然

が
家
の
中
で
共
存
し
て
い

る
こ
と
で
す
。
中
庭
や
吹

き
抜
け
、
天
井
の
明
り
取

り
が
、
室
内
に
自
然
を
取

り
込
む
役
目
を
果
た
し
て

い
ま
す
。

二
つ
目
は
、
人
と
神
仏

が
家
の
中
で
「
同
居
」
し

て
い
る
こ
と
で
す
。
町
家
の

「
中
の
間
」
に
は
氏
神
様
で

 箱嶋家住宅（一般公開）の中の間

★一般公開■店舗営業●非公開の町家

21

N

箱嶋家住宅
柴徳商店

小山家住宅
小山社寺工業所

藤野家住宅

ZEN環境設計

筥崎とろろ

天井桟敷

箱崎宮前 地下鉄箱崎線

筥崎宮

馬出局

箱崎小
馬出小

馬出九大
病院前

箱
嶋

文
衞

唐
津
街
道
箱
崎
宿
界
隈
の
町
家

6



歴史
歩・歩・歩
さ ん ぽ

多
目
త

場
が
、
Լ
ஈ
に
༡

۩

場
が
あ
り
、
ۙ
ྡ
ॅ
民

の
ܜ
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま

す
。
্
ஈ
の

場
の
一
֯
に

は
、
か
つ
て
߳

の
地
に
ங

͓

い

か
れ
た
「
ޚ
൧
の
山

」
の


ܕ
や
આ
໌
൘
が
あ
り
、
地

域
の
ੲ
の
࢟
や
ྺ
࢙
を

͑

て
い
ま
す
。

大
ຘ
は
Լ
ஈ
の

場
の
奥

に
あ
り
ま
す
。
थ
齢
四
ઍ
年

と
い
わ
れ
る
こ
の

は
、
װ

が
数
本
に

か
れ
、
ۙ
く
で

見
る
と
ഭ
力
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ࠜ
ݩ
に
は

に
॓
る

神
を
祭
る
ੴ
ൾ
も
あ
り
、
地

域
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
ख
厚

く
守
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
公
Ԃ
で
、
大
ຘ
を
ோ

め
な
が
ら
、
四
ઍ
年
લ
の
ੲ

に
ࢥ
い
を
は
せ
て
Έ
ま
せ
ん

か
。

߳

の
地
໊
は
、
߳


ٶ
の
ݹ
ٶ

（
߳

三
丁

目
）
の
ෑ
地
内
に
現
在
も

か
ん
か
け

あ
る
「

ݒ
の

」
に


ѩ
天
皇
の

を
立
て
掛
け

た
と
こ
Ζ
、
四
ํ
に
「
߳

ば
し
い
߳
り
」
が
し
た
こ

と
に
༝
དྷ
し
て
い
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の

が
作
ら
れ
た
と

い
わ
れ
る
「
大
ຘ
」（
左

写
真
）
が
、
߳

台
͓
い

の
山
公
Ԃ
（
߳

台
ޒ
丁

目
）
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
公
Ԃ
に
は
、
ࣗ
વ

थ
ྛ
を
ڬ
ん
で
、
্
ஈ
に

緑豊かな香椎台おいの山公園

0 100m

24

香椎台おいの山公園

香椎台
２丁目

香椎東小学校
入口

サニータウン
香椎入口

N
香椎神宮駅

香
椎
線

香椎宮

香椎東小学校香椎東小学校

古宮跡古宮跡

大槙の根元にある石碑


ѩ
ఱ
ߖ
の
ㆲ

ㆤ
ㆍ͕

ͭ
͘
Β
Ε
ͨ
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େㆈ
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ㆌຘ

Ứ
田
ݪ

ত
子

�

古宮跡古宮跡



歴史
歩・歩・歩
さ ん ぽ

民
に
よ
っ
て
、
昭
和
４

（
１
９
２
９
）
年
に
建
て
ら

れ
ま
し
た
。

碑
文
に
は
、
神
宮
寺
が
廃

寺
と
な
る
ま
で
の
沿
革
が
記

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
終
戦

後
削
り
取
ら
れ
ま
し
た
。
現

在
は
、碑
文
と
そ
の
現
代
訳
が

記
さ
れ
た
看
板
が
あ
り
ま
す
。

お
観
音
様
広
場
に
は
龕
塔

碑
の
ほ
か
、
神
宮
寺
歴
代
の

高
僧
を
葬
る
墳
墓
な
ど
が
あ

り
、
名
島
の
歴
史
を
し
の
ぶ

場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
龕
塔
と
は
、
断
崖
や
大

ず

し

岩
を
彫
っ
て
作
ら
れ
た
仏
像

を
納
め
る
厨
子
の
こ
と
で
、

後
に
供
養
塔
や
墓
碑
な
ど
に

用
い
ら
れ
た
。

小
早
川
隆
景
が
名
島
城

に
居
城
し
た
天
正
１
５

（
１
５
８
７
）
年
頃
、
神

お観音様広場

3

名島

お観音様広場

福岡名島
郵便局

西鉄
名島
駅

西鉄
貝塚
線

龕塔碑

宮
寺
と
い
う
大
き
な
寺
が

名
島
城
の
内
濠
に
あ
り
ま

し
た
。
神
宮
寺
は
小
早
川

隆
景
や
黒
田
の
藩
主
か
ら

寄
付
を
受
け
て
い
ま
し
た

が
、
明
治
維
新
と
な
り
神

仏
分
離
令
が
出
さ
れ
る

と
、
衰
退
し
廃
寺
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

神
宮
寺
が
建
立
さ
れ
て

い
た
場
所
は
、
現
在
、
お

観
音
様
広
場
と
呼
ば
れ
、

そ
の
一
角
に
龕
塔
碑（
※
）

が
あ
り
ま
す
。
龕
塔
碑
は

お
観
音
様
広
場
が
荒
廃
す

る
こ
と
を
案
じ
た
地
域
住

眞
田

幸
人

お
観
音
様
広
場
と
龕が

ん
と
う
ひ

塔
碑

8



歴史
歩・歩・歩
さ ん ぽ

9

28

11

61

崎
本
町
（
西
戸
崎
一
丁
目
）

ほ
こ
ら

の
祠
に
あ
り
ま
し
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
人

心
が
荒
廃
す
る
中
、
地
域
の

人
々
が
安
ら
ぎ
を
求
め
て
神

社
を
創
設
し
よ
う
と
い
う
機

運
が
高
ま
り
ま
し
た
。
地
域

を
挙
げ
て
の
寄
付
に
よ
り
、

昭
和

（
１
９
５
３
）
年

月
に
現
在
地
に
完
成
し
、
御

霊
が
移
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和

（
１
９
８
６
）
年

２
月
に
は
、
博
多
区
の
櫛
田

め
お
と

え

び

す

神
社
か
ら
夫
婦
恵
比
寿

こ

た

と
し
ろ
ぬ
し
の
か
み

（
事
代
主
神
・
玉ま

ぐ櫛し
う
り売の
か神み

）

を
分
霊
し
、
同
神
社
の
末
社

と
な
り
現
在
に
至
り
ま
す
。

西
戸
崎
神
社
に
は
、正
月
、

節
分
、
祗
園
、
七
五
三
、
夫

婦
恵
比
寿
の
五
大
祭
り
が
あ

り
ま
す
。
特
に
７
月
の
祗
園

か

祭
は
、
山
笠
「
舁
き
山
」
が

繰
り
出
し
、
か
つ
て
炭
鉱
や

米
軍
基
地
な
ど
が
あ
っ
た
頃

の
に
ぎ
わ
い
を
ほ
う
ふ
つ
さ

せ
る
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま

す
。

西
戸
崎
神
社
（
西
戸
崎

四
丁
目
）
に
は
、
須す

佐さ

之の

男お

命

大
・

国
主
命
・
神

の
み
こ
と

お
お
く
に
ぬ
し
の
み
こ
と

じ
ん
ぐ
う功

み
た
ま

皇
后
の
御
霊
が
祭
ら
れ
て

い
ま
す
。

起
源
は
は
っ
き
り
し
て

シ
ベ
リ
ア
戦
争
に
出
征
し

た
兵
士
の
無
事
を
地
元
で

も
祈
願
で
き
る
よ
う
祭
ら

れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
当
時
、
御
霊
は
「
お

祗
園
様
」
と
呼
ば
れ
西
戸

祗園祭りの舁き山

西戸崎神社

海浜公園南

西戸崎駅

海の中道海浜公園
J
R
香
椎
線

N

59
西戸崎小

西戸崎神社

石
井
志
津
子

い
ま
せ
ん
が
、
大
正
８

（
１
９
１
９
）
年
ご
ろ
、

西
戸
崎
神
社
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10 る
こ
と
は
小
さ
な
子
ど
も
た

ち
の
夢
で
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
岩
の
こ
と
を
よ
く
知

る
人
に
よ
る
と
「
平
岩
は
半

島
の
よ
う
に
大
き
く
、
昭
和

年
代
ご
ろ
は
、
岩
の
上
に

低
い
松
の
木
が
吹
き
さ
ら
し

20

か
や

で

本
位
あ
り
、
茅
の
よ
う

し
ょ
う
ろ露

（
海

な
植
物
も
生
え
、
松

岸
の
松
林
の
砂
地
に
生
え
る

キ
ノ
コ
）の
採
取
が
で
き
た
」

と
の
こ
と
で
す
。

近
年
は
波
や
風
の
浸
食
に

よ
っ
て
年
々
消
滅
し
つ
つ
あ

り
、
砂
に
埋
も
れ
て
見
え
な

い
と
き
も
あ
り
ま
す
。
自
然

の
現
象
と
は
い
え
、
地
元
で

長
く
親
し
ま
れ
た
平
岩
が
消

え
て
し
ま
う
の
は
一
抹
の
寂

し
さ
を
感
じ
ま
す
。

三
苫
浜
は
、歩
け
ば
キ
ュ
ッ

キ
ュ
ッ
と
音
が
す
る
鳴
き
砂

で
、
過
去
に
は
ア
カ
ウ
ミ
ガ

メ
が
産
卵
し
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
三
苫
浜
と
平
岩
は

い
つ
ま
で
も
残
し
て
お
き
た

い
地
域
の
「
ふ
る
里
遺
産
」

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

三
苫
浜
の
中
央
に
位
置

す
る
波
打
ち
際
に
、「
赤

岩
」
と
呼
ば
れ
る
小
さ
な

粘
土
質
の
岩
が
あ
り
ま

す
。昔

、
こ
の
岩
は
上
部
が

平
ら
な
大
き
な
岩
で
し

た
。
そ
の
た
め
、
地
元
で

は「
平
岩
」と
も
呼
ば
れ
、

三
苫
浜
の
シ
ン
ボ
ル
的
な

存
在
と
し
て
地
域
の
人
々

に
親
し
ま
れ
て
い
ま
し

た
。
岩
の
上
に
一
人
で
登

N

平岩（赤岩）
538

三苫3丁目

三苫三差路

福岡市立
和白中

奈多漁港

三
苫
駅

西
鉄
貝
塚
線

昭和45（1970）年ごろの平岩。
岩の上には人の姿も

現在の平岩。浸食により全長
約３メートル70センチ、高さは
約50センチに

山
田

次
男

三
苫
浜
の
平
岩
（
赤
岩
）

10
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27

実
に
再
現
し
た
医
学
歴
史
館

が
、
２
０
１
５
（
平
成

）

年
に
完
成
し
ま
し
た
。

医
学
歴
史
館
１
階
の
常
設

展
示
室
に
は
、
九
州
大
学
病

院
の
百
年
余
り
の
歩
み
を
時

代
順
に
六
つ
に
分
け
、
資
料

が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
陶
器
で
作
ら
れ
た
人
体

模
型
や
昔
の
顕
微
鏡
な
ど
の

貴
重
な
資
料
も
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

九
州
大
学
病
院
キ
ャ
ン

パ
ス
（
馬
出
三
丁
目
）
の

正
門
か
ら
入
っ
た
左
手

に
、
医
学
歴
史
館
が
あ
り

ま
す
。36

同
館
は
、
１
９
０
３

（
明
治

）
年
の
大
学
創

立
時
に
建
て
ら
れ
た
解
剖

学
講
堂
を
復
元
し
た
も
の

で
す
。
解
剖
学
講
堂
は
、

医
学
部
の
シ
ン
ボ
ル
的
存

在
で
し
た
が
、
１
９
９
７

（
平
成
９
）
年
に
新
病
院

建
設
の
た
め
解
体
さ
れ
ま

し
た
。

そ
の
後
、
医
学
部
同
窓

会
の
寄
付
に
よ
り
、
解
剖

学
講
堂
の
外
観
を
ほ
ぼ
忠

木造洋風建築の医学歴史館

人体模型などの展示

九
州
大
学
「
医
学
歴
史
館
」

奥
永

茂
晴
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易
な
ど
を
通
じ
て
平
氏
と
強

い
つ
な
が
り
が
あ
り
、
建
久

３
（
１
１
９
２
）
年
、
そ
の

平
氏
と
ゆ
か
り
が
あ
っ
た
香

椎
宮
の
境
内
地
に
日
本
最
初

の
禅
寺
で
あ
る「
報
恩
寺（
香

椎
三
丁
目
）」
を
建
立
し
ま

し
た
。
ま
た
、
同
時
期
に
中

国
天
台
山
か
ら
持
ち
帰
っ
た

菩
提
樹
を
こ
の
地
に
植
樹
し

ま
し
た
。
こ
の
菩
提
樹
は
後

に
奈
良
の
東
大
寺
に
株
分
け

さ
れ
、
さ
ら
に
日
本
各
地
に

分
植
さ
れ
た
と
い
わ
れ
ま

す
。

14

し
か
し
な
が
ら
、
天
正

（
１
５
８
６
）
年
の
島
津
軍

と
大
友
軍
の
立
花
山
で
の
戦

い
に
よ
り
、
報
恩
寺
は
焼
失

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
報
恩
寺
は
昭
和

時
代
に
再
建
さ
れ
ま
し
た
。

菩
提
樹
も
東
大
寺
か
ら
移
植

さ
れ
、
苔
む
す
静
か
な
た
た

ず
ま
い
の
中
に
今
も
芳
し
い

香
り
を
漂
わ
せ
て
い
ま
す
。

栄
西
は
、
禅
宗
の
一
つ

で
あ
る
臨
済
宗
を
起
こ

し
、建
久
６
（
１
１
９
５
）

年
、
聖
福
寺
（
博
多
区
御

供
所
町
）
を
開
山
し
た
こ

と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
宋
よ
り
持
ち
帰
っ

た
お
茶
の
種
を
背
振
山
麓

に
植
え
、
各
地
に
広
め
、

お
茶
を
飲
む
習
慣
を
全
国

に
伝
え
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

そ
の
栄
西
は
、
日
宋
貿

寺の入り口にある観音堂

本堂（奥）と菩提樹（手前）

香椎宮

古宮

香椎神宮駅

報恩寺

サニータウン香椎入口

香椎東
小学校入口

N

栄
西
と
報
恩
寺

門

靖
夫
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も
ら
う
よ
う
働
き
か
け
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
平
成

年

度
中
に
用
地
買
収
が
済
み
、

公
有
地
と
し
て
残
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
発
掘

調
査
等
を
経
て
、
平
成
24

（
２
０
１
２
）年
４
月
に「
名

島
城
址
公
園
」
と
し
て
開
園

し
ま
し
た
。

公
園
か
ら
は
、
海
の
中
道

や
志
賀
島
が
望
め
、
立
花
山

な
ど
も
見
る
こ
と
が
で
き
る

た
め
、
眺
め
が
い
い
場
所
と

は

が
地
面
を
這
う
よ
う
に
伸
び

て
い
て
龍
の
よ
う
に
見
え
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
名
が
付
け

ら
れ
ま
し
た
。
満
開
の
桜
は

滝
の
よ
う
で
、
訪
れ
る
人
々

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

12

名
島
一
丁
目
に
あ
る
海

岸
沿
い
の
小
高
い
丘
陵
地

の
中
腹
に
、
公
園
が
あ
り

ま
す
。こ
こ
に
は
か
つ
て
、

小
早
川
隆
景
が
築
城
し
た

名
島
城
が
あ
り
ま
し
た
。

福
岡
城
の
築
城
に
よ
り
名

島
城
の
一
部
が
移
築
さ

れ
、慶
長

（
１
６
０
７
）

年
に
名
島
城
は
廃
城
と
な

り
ま
し
た
。

こ
の
地
は
私
有
地
で

あ
っ
た
た
め
売
り
に
出
さ

れ
ま
し
た
が
、
歴
史
的
価

値
を
考
慮
し
、
地
域
の
人

た
ち
が
市
に
買
い
上
げ
て

公園内の臥龍桜

名島城跡の石碑

N

3

名島
駅

名島城址公園

名島運動公園

名島神社

名島

名島三丁目

し
て
区
民
に
知
ら
れ
て
い
ま

す
。公

園
内
に
は
、樹
齢
４
０
０

年
と
い
わ
れ
、「
臥
龍
桜
」

の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
る

桜
の
大
木
が
あ
り
ま
す
。
枝

安
部

光
征

臥
龍
桜
で
有
名
な
名
島
城
址
公
園

13

が
り
ゅ
う
ざ
く
ら

じ
ょ
う
し
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に
な
っ
て
お
り
、
砂
浜
に
は

松
林
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

数
年
に
一
度
、
大
雨
が
降
る

と
、
地
下
水
位
が
上
昇
し
、

ク
ロ
マ
ツ
林
の
中
に
ご
く
ま

れ
に
「
池
」
が
出
現
す
る
箇

所
が
あ
り
ま
す
。

『
筑
前
国
風
土
記
逸
文
』
に

は
「
こ
の
地
に
亀
ヶ
池
、
亀

栖
池
あ
り
。
こ
れ
志
賀
大
神

亀
を
放
ち
た
ま
ひ
し
所
」
と

記
載
が
あ
り
、こ
の「
幻
の
池
」

に
神
功
皇
后
ゆ
か
り
の
亀
を

10

放
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。現

在
で
も
、
こ
の
亀
伝
説

に
基
づ
き
、
志
賀
海
神
社
の

神
職
が
毎
年

月
に
こ
の
場

所
で
、「
亀
祭
（
非
公
開
）」

を
執
り
行
っ
て
い
ま
す
。

緑
の
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
、

半
世
紀
近
く
人
の
目
に
触
れ

る
こ
と
の
な
か
っ
た
こ
の
森

の
池
エ
リ
ア
を
散
策
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

海
の
中
道
海
浜
公
園

（
大
字
西
戸
崎
）
は
、
昭
和

47
（

年
に
米

50
１
９
７
２
）

軍
か
ら
返
還
さ
れ
た
博
多

基
地
の
跡
地
に
整
備
さ
れ

た
国
営
の
公
園
で
す
。

今
年
４
月
か
ら
、
公
園

の
一
部
で
、
こ
れ
ま
で
未

公
開
だ
っ
た
「
森
の
池
エ

リ
ア
（
約

㌶
）」
が
公
開

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
エ
リ
ア
は
両
側
が

海
に
挟
ま
れ
た
細
い
砂
州

遊歩道を渡って水辺を散策できます

大雨の後、短期間だけ出現した池
（令和元年９月撮影）

海
の
中
道
に
幻
の「
森
の
池
」現
る

14

城
戸

重
臣



歴史
歩・歩・歩
さ ん ぽ

��

21

美
台
ೋ
丁
目
）
が
ൃ
見
さ
れ

ま
し
た
。

Լ
和
白
地
区
で
は
、
ত
和

（
１
９
̓
９
）
年
の
和
白

ٰ
中
ֶ
校
ݐ
ઃ
の
ࡍ
の
ൃ
۷

ௐ
ࠪ
に
よ
っ
て
、
３
ج
の
ݹ


か
ら
成
る
「
Լ
和
白
௩
ݪ

ݹ

܈
」（
和
白
ٰ
三
丁
目
）

が
ൃ
見
さ
れ
ま
し
た
。

྆
ݹ

܈
は
横
݀
ࣜ
ੴ
ࣨ

で
、
അ
۩
・

͡
り
・
ਢ
ܙ

ث
・
Ψ
ラ
ε
ۄ
・

ࢣ
ث
な

ど
の
෭


が
出

し
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の

地
域
に
は
ܧ、
ମ
（
５
２
̓
）

21

地
域
に
は
ܧ、
ମ
（
５
２
̓
）

21

い
わ
い

年
の
൬
Ҫ
の
乱
後
に
ઃ
ஔ
さ

れ
た
૮

ಮ

（
ே
ఊ
の



ྖ
）
に
関

す
る

人
が

い
た
と
Έ
ら
れ
て
い
ま
す
。

Լ
和
白
௩
ݪ
ݹ

܈
と
ٶ

લ
ݹ

܈
の
２
߸

は
ൃ
۷

ௐ
ࠪ
後
ຒ
め

さ
れ
、
現
在

は
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
現
存
し
て
い
る
の
は
ٶ

લ
ݹ

܈
の
Έ
で
、
１
߸


͓
͓
Έ
わ

を
大
神
神
社
で
、
３
߸

を

高た
か
Έ
だ
い
Έ
な
Έ

美
台
ೆ
公
Ԃ
で
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

神
功
皇
后
Ώ
か
り
の
大
神

神
社
か
ら
高
美
台
ೆ
公
Ԃ
を

ࢄ
ࡦ
し
、
和
白
の
地
に

る

ݹ
代
の
一
໘
に
ࢥ
い
を
は
せ

て
Έ
ま
せ
ん
か
。

��

和
白
地
域
の
ٰ
ྕ
෦
に

は
、
か
つ
て
ݹ

܈
が


在
し
て
い
ま
し
た
。

ত
和

（
１
９
̓
０
）

��

ত
和

（
１
９
̓
０
）

��

年
、
ࢢ
営
ॅ
宅
高
美
台
ஂ

地
と
美
和
台
ஂ
地
の

成

に
当
た
り
ൃ
۷
ௐ
ࠪ
が
行

わ
れ
、
্
和
白
地
区
で
４

܈
９
ج
の
ݹ

܈
か
ら
成

る
「
ٶ
લ
ݹ

܈
」（
高

の̏܈ݹલٶඒ台ೆ公園にあるߴ ߸

℮


ӳ
ত


ന
の

ʹ

Δ
ݹ

܈

鹿
児
島
本
線

Ԭۀେ学

香
椎
線

3

495

܈ݹલٶ
̍߸

N+3େલӺ

+3നӺ

Լന௩ݹݪ܈
ʢඇ公։ʣ

܈ݹલٶ
̏߸

ඒ台ೋ丁目ߴ

��

か
す
や
の
Έ
や
け
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目
）
で
す
。
遠
征
の
た
め
の

米
俵
を
集
積
し
た
故
事
に
よ

り
、
米
山
が
名
称
に
付
い
て

い
ま
す
。
米
山
弁
財
天
は
、

筥
崎
宮
の
境
外
末
社
で
あ

り
、
宗
像
三
女
神
を
祭
っ
た

神
社「
宇
佐
殿
」の
別
名
で
す
。

内

た

う

二
つ
目
の
神
社
は
、「
武け

ち

神
社
」
で
す
。
遠
征
の
た

め
の
軍
船
が
転
覆
し
な
い
よ

う
に
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
た
め

の
真
砂
を
集
積
し
た
真
砂
山

の
上
に
あ
り
ま
し
た
。
現
在

は
、
箱
崎
一
丁
目
に
記
念
碑

の
み
が
立
っ
て
い
ま
す
。

ぐ

ど

三
つ
目
の
神
社
は
、「
道う

具
山や

ま

神
社
」（
馬
出
五
丁
目
）

で
す
。
武
器
な
ど
も
ろ
も
ろ

4 神
功
皇
后
が
朝
鮮
半
島

に
遠
征
（
三
韓
遠
征
）
し

た

世
紀
ご
ろ
、
箱
崎
の

地
に
遠
征
の
た
め
の
基
地

が
作
ら
れ
ま
し
た
。当
時
、

多
々
良
川
の
入
り
江
は
筥

崎
宮
の
裏
手
（
現
J
R
箱

崎
駅
付
近
）
ま
で
あ
り
ま

し
た
。
基
地
周
辺
の
神
社

の
通
称
に
「
山
」
が
付
い

て
い
た
こ
と
か
ら
「
箱
崎

三
山
」
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

山

よ

や

一
つ
目
の
神
社
は
、「
米ね

ま
べ
ん
ざ
い
て
ん

弁
財
天
」（
箱
崎
一
丁米山弁財天（宇佐殿）

道具山神社

箱崎駅

県総合庁舎

宇美川鹿児島本線

箱崎宮

地下
鉄箱崎

線妙徳寺箱崎小学校

箱
小
通
り

福
北
ゆ
た

か線
ふれあい通り

JR箱崎駅
西口交差点 法務局入口

交差点
粕屋総合
庁舎前交差点

550
21

68
N

道具山神社
記念碑

米山弁財天

記念碑

の
道
具
を
収
容
し
、
神
功
皇

后
が
盾
を
埋
め
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

歴
史
を
し
の
び
な
が
ら
箱

崎
界
隈
を
散
策
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

神
功
皇
后
由
来
の
「
箱
崎
三
山
」

奥
永

茂
晴

16
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17

香
椎
の
上
組
、
下
組
薬
師
堂

森
永
徹

11

上
組
薬
師
堂
（
香
椎
三
丁

目
）
は
、
香
椎
宮
北
側
の
不

老
水
の
近
く
に
あ
り
ま
す
。

薬
師
如
来
や
大
日
如
来
像
の

ほ
か
、

体
の
観
音
菩
薩
像

な
ど
が
安
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
敷
地
内
に
は
、

閻
魔
堂
や
1
8
8
0
（
明
治

13
）
年
が
始
ま
り
と
さ
れ
る

「
糟
屋
北
部
新
四
国
八
十
八

箇
所
霊
場
」
の
第
七
十
二
番

札
所
と
し
て
の
石
碑
も
立
っ

て
い
ま
す
。

31

下
組
薬
師
堂
（
香
椎
一
丁

目
）は
、
香
椎
参
道
の
J
R
香

椎
線
踏
切
近
く
に
あ
り
ま

す
。
入
り
口
に
は
、
地
蔵
菩

薩
像
が
立
ち
、
薬
師
如
来
像

の
ほ
か
、

体
の
観
音
菩
薩

像
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

ど
ち
ら
の
薬
師
堂
も
地
元

の
人
に
よ
っ
て
手
厚
く
守
ら

れ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の

今
、
病
苦
救
済
の
薬
師
堂
を

訪
ね
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

香
椎
宮
の
周
辺
に
は
、

上
組
、
下
組
の
二
つ
の
薬

師
堂
が
あ
り
ま
す
。
薬
師

堂
と
は
、
人
々
の
病
苦
を

救
う
と
さ
れ
る
仏
様
「
薬

師
如
来
」
を
安
置
し
た
お

堂
の
こ
と
で
す
。
二
つ
の
お

堂
と
も
、
神
の
信
仰
と
仏

教
信
仰
を
融
合
調
和
し
た

神し
ん
ぶ
つ
し
ゅ
う
ご
う

し

仏
習
合
（
神ん

ぶ仏つ
こ混ん
こ淆う

）

の
時
代
に
香
椎
宮
を
守
護

す
る
寺
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

上組薬師堂の薬師如来像（中央）

下組薬師堂

香椎宮

古宮

香椎宮前公園

JR香
椎
線

香椎参道

上組薬師堂

下組薬師堂
N

24

サニータウン
香椎入口交差点

3
西鉄バス停（勅使道）西鉄バス停（勅使道）
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18

15

10

意
味
で
、「
鋳
」
に
「
居
」

を
掛
け
、「
ふ
み
」
は

「
踏た

た
ら

に
必

の
送

要風
鞴
（
金
属
の
精
錬

な
空
気
を
送
る
大
型

機
）
を
踏
む
」
と
「
浜
を

か
け
こ
と
ば

踏
み
（
歩
く
）」
の
掛
詞
に

な
っ
て
い
ま
す
。
か
つ
て

多
々
良
川
河
口
付
近
は
広
大

な
干
潟
で
、
大
陸
か
ら
渡
来

し
た
鋳
物
工
が
住
み
着
き
、

川
砂
か
ら
採
れ
た
砂
鉄
で
鋳

物
を
造
っ
て
い
ま
し
た
。

幽
斎
が
歌
を
詠
ん
で
か
ら

約
4
0
0
年
た
っ
た
現
在
、

こ
の
地
は「
ふ
れ
愛
ロ
ー
ド
」

と
し
て
整
備
さ
れ
、
多
く
の

人
が
「
今
も
ふ
み
み
る
」
場

所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

鋳い

物も

師じ

多
々
良
川
河
畔
に
「
い

に
し
へ
は
こ
こ
に

の
跡
と
め
て
今
も
ふ

み
み
る
た
た
ら
潟
か
な
」

と
刻
ま
れ
た
細
川
幽
斎
の

歌
碑
が
あ
り
ま
す
。

細
川
幽
斎
は
、
安
土
桃

山
時
代
の
武
将
・
歌
人

で
、
本
名
は
細
川
藤
孝
と

い
い
ま
す
。
明
智
光
秀
の

盟
友
で
し
た
が
、
光
秀
が細川幽斎の歌碑

15

10

細ほ
そ
か
わ
ゆ
う
さ
い

池
間

夏
子

川
幽
斎
の
歌
碑

本
能
寺
の
変
を
起
こ
し
た
天

正
（
1
5
8
2
）年
に
出
家

し
て
幽
斎
と
名
乗
り
、
彼
と

は
距
離
を
置
き
ま
し
た
。

天
正
（
1
5
8
7
）
年
、

幽
斎
は
九
州
に
遠
征
し
た
豊

臣
秀
吉
の
陣
中
見
舞
い
に
訪

れ
ま
し
た
。
そ
の
時
の
様
子

を
記
し
た
紀
行
文
『
九
州
道

の
記
』
に
よ
る
と
、
こ
の
歌

は
、
幽
斎
が
香
椎
の
浦
か
ら

帰
る
途
中
、
多
々
良
浜
を
歩

い
た
際
に
詠
ま
れ
た
も
の
の

よ
う
で
す
。「
昔
こ
こ
に
住

ん
で
い
た
と
い
う
鋳
物
師
の

跡
を
訪
ね
て
、
今
も
た
た
ら

を
踏
む
よ
う
に
歩
い
て
み
る

多
々
良
浜
だ
な
ぁ
」
と
い
う
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志
賀
島
香こ

う
お
ん
じ

音
寺
別
院
「
御お

た
き瀧

不ふ
ど
う
ど
う

動
堂
」
古
賀

偉
郎

香音寺別院の「御瀧 不動堂」

た
。

ふ

ひ

不残ざ

弘
法
大
師
は
、
弘ろ

の

ど
う
が
う
ら

動
ケ
浦
に
上
陸
す
る
と
、

ん
た田

あ
川
の
上
流
に
あ
る
瀧
渕

で
、
航
海
で
の
ご
加
護
に
感

謝
し
、
灯か

り
を
付
け
祈
願
す

ほ
う
し
ょ
く

る
、
奉
燭
を
執
り
行
い
ま
し

た
。
以
後
、
こ
の
地
は
、
弘

法
大
師
空
海
「
奉
燭
の
地
」

と
し
て
長
く
語
り
継
が
れ
て

い
ま
す
。

弘
に
あ
る
香
音
寺
の
古
文

書
記
録
に
よ
る
と
、
別
院
御

37

16

21

瀧
不
動
堂
に
関
し
て
、「
明

治

年
御
堂
を
建
立
、
通
夜

堂
を
増
築
し
て
、
一
般
参
拝

場
と
な
す
」
と
あ
り
、
そ
の

後
大
正
時
代
に
も
修
復
し
た

記
録
が
あ
り
ま
す
。

残
田
川
の
砂
防
ダ
ム
建
設

の
た
め
、
平
成

年
に
移
転

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
平
成

年
、
旧
地
に
隣
接
す
る
現
在

地
に
、「
御
瀧
不
動
堂
」
が

新
築
さ
れ
ま
し
た
。

8
0
6
（
大
同
元
）
年
、

唐
で
２
年
間
の
仏
道
修
行

を
終
え
た
弘
法
大
師
空
海

は
、
遣
唐
使
の
帰
船
に
便

乗
し
、
帰
国
の
途
に
就
き

ま
し
た
。

船
が
大
海
に
出
て
程
な

く
し
て
、
徐
々
に
空
が
暗

く
な
り
風
は
吹
き
荒
れ
、

波
が
頭
上
を
越
え
る
ほ
ど

海
が
荒
れ
始
め
ま
し
た
。

船
は
木
の
葉
の
よ
う
に
揺

れ
、
前
に
進
む
こ
と
も
困

難
な
状
況
で
し
た
。

そ
こ
で
、弘
法
大
師
は
、

ふ

船
中
で
不ど

う動み
ょ明う
お王う

を
一
心

に
念
じ
ま
し
た
。す
る
と
、

徐
々
に
暴
風
が
収
ま
っ
て

海
も
穏
や
か
に
な
り
、
船

は
無
事
に
志
賀
島
に
た
ど

り
着
く
こ
と
が
で
き
ま
し

金
印
海
道

残
田
川

残田川砂防ダム

香音寺

弘漁港

至志賀

至
勝
馬 香音寺別院　

御瀧 不動堂

542

N
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ಸ
ଟ
の
ๅㆻ

う
ㆥ
ㆉ௩

ञ
Ҫ


࢘

38

た
、
和
白
か
ら
أ
の

に
ࢸ

る
「
అ

」
の
西

に
連
な

る
こ
の
海
؛
に
は
、
大
き
な

わ
ら
Ϳ
き
の

ݿ
が
い
く
つ

も
ฒ
ͼ
、
ற
在
の
ࣆ
が
ถ
ඨ

の
ݕ
ࠪ
や

ݿ
の

ཧ
を
し

て
い
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
स

１
੭
に

ඨ
を
ੵ
Έ
、
ߥ


38

１
੭
に

ඨ
を
ੵ
Έ
、
ߥ


38

（
現
在
の
中
ԝ
区
）
に
あ
っ

た
福
Ԭ
ൡ
の
ถ
ଂ
に
運
ん
だ

そ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
な
ܦ
Ң
か
ら
、

「
宝
௩
」
と
い
う
খ
ࣈ
の
地

໊
が

け
ら
れ
ま
し
た
。
ま

さ
に
、
ถ
ඨ
と
い
う
宝
が
௩

の
よ
う
に
山
ੵ
Έ
さ
れ
て
い

た
こ
と
で
し
Ỷ
う
。

໌
治
時
代
に
は
、
ത
多


మ
ಓ
（
現
+
̧
߳

ઢ
）
の

Ԋ
ઢ
の
দ
ྛ
一
帯
が
高
ڃ
ผ


地
と
し
て
ച
り
出
さ
れ
、

大
ਖ਼
時
代
に
は
、
海
水
ཋ
٬

で
大
い
に
に
͗
わ
っ
た
そ
う

で
す
。
現
在
、
そ
の
地
໊
は

な
く
な
り
、
أ
の

と
な
っ

て
い
ま
す
。

ߐ
ށ
時
代
の
後
ظ
、
和

白
村
大
ࣈ
ಸ
多
の
内
海
؛

に
、
福
Ԭ
ൡ
に
納
め
る
ޚ

用
ถ
の
ू
ੵ
ॴ
が
あ
り
ま

し
た
。
当
時
「
ཪ
૮

」

と
い
わ
れ
た
、
現
在
の
৽

ٶ
ொ
や
ݹ
賀
ࢢ
、
फ
૾
ࢢ

ೆ
෦
の

民
た
ち
は
、
ถ

ඨ
を
അ
の
എ
に
３
ඨ
、
ڇ

の
എ
に
２
ඨ
を
ੵ
Έ
、
こ

こ
ま
で
運
ͼ
ࠐ
ん
だ
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

ݩ

時
代
に
ங
か
れಸଟपลਤɹ˞पล͕ๅ௩

ग़యɿh Ԭݝ૮܊ཁཡʢ大ਖ਼
��ௐʣɾ૮܊ਤ ʢɦ෦ʣԬ
ਤॻؗଂཱݝ

大ਖ਼࣌のๅ௩ւਫཋɹग़యɿ
നڷ࢙ʰ;るཬのΉか͠�Θ͡Ζʱ

ʣ؛の�ஸւأのๅ௩ۙʢࡏݱ

��
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筥
崎
宮
の
御
神
木
「
筥
松
」
　
　
柴
田

芳
子

い
わ
れ
て
い
ま
す
。「
箱
」
の

文
字
を
用
い
た
の
は
、「
筥
」

の
文
字
は
天
皇
に
由
来
し
、

畏
れ
多
い
た
め
、
使
用
す
る

の
を
避
け
た
か
ら
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

日
本
三
大
八
幡
宮
に
数
え

ら
れ
る
筥
崎
宮
は
、
鎌
倉
中

期
の
蒙
古
襲
来
の
折
、
神
風

が
吹
き
、
未
曾
有
の
困
難
に

打
ち
勝
っ
た
こ
と
か
ら
勝
運

の
神
と
し
て
有
名
で
す
。
そ

の
た
め
、
勝
利
に
関
わ
る
パ

12

14

12

31

ご

ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
野
球

や
サ
ッ
カ
ー
な
ど
多
く
の
ス

ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
が
毎
年
正
月

に
必
勝
祈
願
に
訪
れ
、「
筥

松
」
の
玉
垣
に
は
い
く
つ
も

の
大
き
な
絵
馬
が
飾
ら
れ
て

い
ま
す
。

筥
崎
宮
で
は
、
毎
年

月

日
に
応
神
天
皇
の
生
誕
を

祝
う
「
御
降
誕
祭
」
が
、
胞

衣
を
納
め
た
縁
日
で
あ
る

月

日
に
は
「
御

ほ胞う
い衣さ

祭い

」

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

筥
崎
宮
の
楼
門
の
右
側

に
あ
る
松
の
木
は
、
神
功

皇
后
が
応
神
天
皇
を
出
産

え

な

し
た
際
、
胞
衣
（
胎
盤
・

へ
そ
の
緒
）
を
筥
（
箱
）

に
入
れ
、
こ
の
地
に
納
め

し
る
し

た
標
と
し
て
植
え
ら
れ
た

も
の
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。こ

の
松
は
「
筥
松
」
と

名
付
け
ら
れ
、
神
社
の
御

神
木
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
箱
は
、
筥
崎

宮
の
神
具
と
し
て
今
に
至

る
ま
で
奉
納
さ
れ
て
い
る

「
博
多
曲
物
」
の
起
源
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

地
名
や
駅
名
な
ど
に
見

ら
れ
る
「
箱
崎
」
の
名
称

も
、
胞
衣
の
箱
を
納
め
た

こ
と
に
ち
な
ん
で
い
る
と

筥崎宮の御神木「筥松」

玉垣に飾られている絵馬

21
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年
）＝
左
写
真
＝
が
い
ま
す
。

彼
の
活
躍
は
ほ
と
ん
ど
知
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
彼

が
ス
パ
イ
活
動
を
し
て
い
た

か
ら
で
す
。
日
露
戦
争
前
か

ら
ロ
シ
ア
の
戦
力
分
析
や
作

戦
情
報
の
入
手
、
反
乱
分
子

の
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
た

と
、彼
の
遺
稿
『
落
花
流
水
』

や
後
の
研
究
に
よ
っ
て
明
ら

か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

元
二
郎
は
参
謀
本
部
か
ら

莫
大
な
資
金
を
与
え
ら
れ
、

そ
の
資
金
で
ロ
シ
ア
国
内
の

革
命
組
織
や
少
数
民
族
の
独

立
運
動
家
と
つ
な
が
り
を
持

20

ち
ま
し
た
。
彼
ら
に
活
動
資

金
を
援
助
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
ロ
シ
ア
で
反
乱
や
事
件

が
次
々
と
起
こ
り
ま
し
た
。

国
内
か
ら
揺
さ
ぶ
り
を
か
け

た
の
で
す
。
そ
れ
に
よ
り
ロ

シ
ア
は
、
日
露
戦
争
に
集
中

で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

ド
イ
ツ
皇
帝
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル

ム
２
世
は
、
元
二
郎
を
「
一

人
で
満
州
の
日
本
軍

万
人

に
匹
敵
す
る
戦
果
を
挙
げ

た
」
と
称
え
て
い
ま
す
。

後
に
第
七
代
台
湾
総
督
に

な
っ
た
元
二
郎
は
、
水
力
発

電
所
の
建
設
や
、
鉄
道
網
の

拡
充
、
学
校
制
度
の
整
備
な

ど
台
湾
の
発
展
に
尽
力
し
ま

し
た
。
彼
の
死
後
、
遺
体
は

遺
言
通
り
台
湾
の
地
に
埋
葬

さ
れ
て
い
ま
す
。

香
椎
参
道
の
J
R
鹿
児

島
本
線
の
踏
切
そ
ば
に
あ

る
大
鳥
居
の
北
側
に
は
、

昭
和
初
期
頃
ま
で
立
派
な

洋
館
が
建
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
洋
館
は
、
黒
田
藩
の

重
臣
を
輩
出
し
た
明
石
家

に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
も

の
で
、現
在
は
、マ
ン
シ
ョ

ン
が
立
っ
て
い
ま
す
。

明
石
家
に
は
、
第
七
代

も

台
湾
総
督
の
明
石
元と
二じ

ろ郎う

（
1
8
6
4
～
1
9
1
9

1,800坪の広大な敷地に建てられた
「明石邸」

台
湾
総
督
な
ど
を
輩
出
し
た
明あ

か
し石
家

濵
地

美
喜

22
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る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

古
墳
時
代
、
こ
の
辺
り
を

含
む
粕
屋
平
野
一
帯
は
北
部

九
州
の
政
治
・
文
化
・
生
産

の
重
要
な
地
域
の
一
つ
で
、

大
陸
や
半
島
と
の
つ
な
が
り

が
あ
り
ま
し
た
。
古
墳
か
ら

も
っ
か
ん

は
、埋
葬
の
た
め
の
木
棺
や
、

副
葬
品
と
し
て
土
器
や
鏡
、

鉄
剣
の
破
片
な
ど
も
発
見
さ

れ
、
鏡
は
、
修
復
の
結
果
、

縁
の
断
面
が
三
角
形
で
鏡
の

背
に
神
や
仙
人
を
モ
チ
ー
フさん

と
す
る
デ
ザ
イ
ン
か
ら
「
三

角か

縁
神
獣
鏡

く
ぶ
ち
し
ん
じ
ゅ
う
き
ょ
う」

で
あ
る
と
判

明
し
ま
し
た
。
同
類
の
鏡
が

つ
げ
む
ら

奈
良
県
山
辺
郡
都
祁
村
（
現

在
は
奈
良
市
）
と
愛
媛
県
今

治
市
桜
井
で
も
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
鏡
は
卑
弥
呼
が
魏
の

国
か
ら
贈
ら
れ
た
鏡
で
、
卑

弥
呼
の
没
後
に
、
各
地
の
有

力
者
に
配
布
さ
れ
た
の
で
は

な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
名
島

古
墳
に
埋
葬
さ
れ
た
の
は
、

対
外
交
渉
に
関
与
し
た
有
力

者
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、鏡
は
市
博
物
館（
早

良
区
百
道
浜
三
丁
目
）
の
常

設
展
示
室
に
展
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
現
物
を
見
て
、
古
代

に
思
い
を
は
せ
て
み
ま
せ
ん

か
。

80 名
島
小
学
校
か
ら
南
に

約

㍍
に
あ
り
、
現
在
は

住
宅
が
立
ち
並
ぶ
丘
陵
地

（
名
島
四
丁
目
）
に
は
、

40
30

か
つ
て
「
名
島
古
墳
」
が

あ
り
ま
し
た
。

今
か
ら
約

年
前
の
１

9
7
8
年
、
宅
地
造
成
中

に
墳
丘
全
長
約

㍍
の
古

墳
が
発
見
さ
れ
、
調
査
の

結
果
、
古
墳
時
代
前
期
の

纏ま
き
む
く
が
た

向
型
前
方
後
円
墳
で
あ

名島古墳出土の三角縁神
獣鏡（福岡市所蔵）

名島小学校

名島公園名島公園
名島南公園名島南公園

名島古墳
N

3

西鉄
貝塚
線

西鉄
貝塚
線

鹿児
島本
線

鹿児
島本
線

名島駅

名
島
の
丘
に
眠
る
古
墳

　
　
西
郷

玲
子
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